
１９８１年生まれ（３６歳） 大阪府出身
新潟明訓高校、立教大学卒

☆プロフィール
・スリランカナショナルチームコーチ
2006年 アジアチャンピオンシップ ＠パキスタン
2007年 U18アジア大会 ＠台湾

・タイナショナルチームコーチ
2006年 ドーハアジア大会 ＠カタール

・ガーナナショナルチーム監督
2007年 北京オリンピックアフリカ大陸予選 ＠ナイジェリア、南アフリカ

・青年海外協力隊
2008～10年 コロンビア 野球指導隊員 コロンビアチームの日本遠征を実施

・JICA企画調査員
2011～14年 グアテマラ スポーツ・教育・環境・保健分野担当
LAドジャースの協力を得て、ラテンアメリカ野球指導力向上研修会開催

・NPO法人BBフューチャー、プロスペクト株式会社
2014年～ ドミニカ共和国野球指導法調査・研究、同国野球指導に関するセミナー開催

国内チーム・プロ野球選手サポート、筒香選手のウィンターリーグ参加サポート

～参加をお考えのみなさまへ～

時代は刻々と変化を続け、グローバル化の波も相まって、世界における日本の立場、日本の教育やスポーツを取り巻く環
境も日々変化していることはご承知の通りかと思います。その中で、みなさんが現在携わっておられる、またこれから携わろ
うと思われている教育界・スポーツ界（特に野球界）に課せられている課題も目まぐるしく変化していることを実感されている
のではないでしょうか？

教育界では以前はほとんど問題となっていなかったイジメや不登校の問題、教師と生徒の在り方（距離感）の変化、野球
界では少子化と他競技（特にサッカー）の躍進による深刻な野球離れ、選手の平均的な運動能力の低下など、20年前・30
年前はまさかこのような状況になるとは想像もしていなかった現実が目の前にあります。
そして、これから20年・30年間の日本の教育界・スポーツ界にとって、最も重要な立場にいるのは日々子どもたちと接する
我々若手の指導者や教師、またこれからそういった立場になりたいと考えているさらに若い世代の方々ではないでしょうか。

私はこれまで、幸いにも様々な国で野球指導に携わる機会をいただきました。現在もアメリカに次いで最もメジャーリー
ガーを輩出しているドミニカ共和国へ実際に滞在して、選手が持っている能力を最大限伸ばせる育成システム・指導方法・
指導者としての在り方などを調査・研究するとともに、これらの経験を日本の教育・野球指導現場に還元すべく、日本の複
数の大学や高校、そしてクラブチームと共に実践を行っています。

ぜひ、これからの日本を担う、我々若手の指導者やさらに若い大学・高校生の皆さんが、様々な意見を持ち寄り、前向き
な改革を共に行える機会にすることができればと考えています。ざっくばらんに楽しい研修会にしたいなと考えていますの
で、ぜひぜひご参加ください。我々にもできます！教育・スポーツを通じてもっともっと明るく素敵な国にしていきましょう！

～ナビゲーター紹介～

阪長 友仁 （さかなが ともひと）



・２０１５年２月７日 １４：００～１６：３０ ＠福岡県筑紫野市立二日市中学校
・参加者：約５０名 （公立中学校野球部顧問が中心）
・テーマ：世界の野球を通じて学ぶ『これからの日本野球』
・アンケート回収数：４３
・研修会について：非常に良かった４０名、良かった３名

・感想例
『ただただビックリした！話を聞くことができて良かった！』（55歳、指導歴20年）

『世界基準で野球を考えたことがなかったので、大変参考になった！』
（43歳、指導歴12年）

『野球指導に対する考え方が180度変わった！』（30歳、指導歴1年）

『選手との信頼関係のつくり方の根本を考え直していこうと思った！』
（37歳、指導歴10年）

『これまで良かれと思ってやっていたことで、逆に子どもたちの成長の芽を摘んでしまっていたことに気付かされた！』
（49歳、指導歴19年）

『これからは目先の勝利よりも、子どもたちの能力を最大限引き出せるような練習方法を考えていきたいと思った！』
（40歳、指導歴16年）

『野球指導者としてだけではなく、教員としても非常に勉強になった！』 （40歳、指導歴17年）、（28歳、指導歴1年）

『選手たちと本当の意味での信頼関係を築ける指導を行っていきたいと思った！』（45歳、指導歴15年）

『生徒への敬意、指導者の観察力・忍耐力の大切さを痛感した！』（30歳、指導歴7年）

『子どもたちがもっと野球を好きになれるように、指導者として取り組もうと改めて思った！』（30歳、指導歴６年）

『メジャーリーガーを多く輩出しているドミニカ共和国の選手育成方法が日本の指導方法と根本的に違うことに驚いた！』
（27歳、指導歴３年）

☆講演実績
２０１５年度
大阪市、京都府京丹後市、三重県津市、名張市、
愛知県岡崎市、岐阜県大垣市、神奈川県横浜市、
東京都、埼玉県行田市、栃木県小山市、
千葉県船橋市、長野県中野市、長崎県長崎市、
波佐見町、福岡県筑紫野市、北九州市、
宮崎県宮崎市、岡山県岡山市、備前市、井原市
２０１６年度
大阪府大阪市、枚方市、京都府京都市、京丹後市、
奈良県橿原市、岐阜県大垣市、東京都豊島区、
神奈川県横浜市、千葉県船橋市、栃木県益子町、
群馬県前橋市、館林市、石川県金沢市、
長野県長野市、塩尻市、飯田市、北海道旭川市
岡山県倉敷市、徳島県徳島市、
２０１７年度
大阪市、広島市、岐阜県大垣市、神奈川県横浜市、
東京都八王子市、千葉県船橋市、新潟県新潟市、
長岡市、岡山市兵庫県神戸市、たつの市、沖縄県浦添市

研修会参加者の声
（福岡県 第１３回筑紫区中学校野球部指導講習会の例）


